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　国際ロータリーの最優先項目は、「ポリオ根絶」
であり、最重要事項は「会員増強」であります。そ
して、戦略計画の重要な要素は、「ロータリーの成長」
です。
　歴代RI会長のスピーチにも「Grow Rotary」のワー
ドが必ず出てきます。
　ロータリーの成長には、会員増強は必須という事
です。
　日本のロータリーの会員の85％が50歳以上で、平
均年齢は64歳というのが現実です。
　2025年問題（2025年に団塊世代が75歳以上になり
超高齢化社会を迎える）を考えると、今の会員数を
維持していくためにも、女性会員・若い会員の増員
は必須であります。
　ロータリーの最大の財産は、「会員」です。会員
を増強するという事は、ロータリーの未来を託す会
員という財産を、次世代のロータリアンに残すこと
であります。
　つまり、会員増強は、次世代への責任を果たすと
いう事であり、駅伝で例えるなら、私たちは次のラ
ンナーにタスキをしっかりと渡す使命があるわけで
す。
　会員増強の「増」は、会員の「増員」であり、こ
れは、クラブ会員全員の責務であります。
　つまりクラブ奉仕活動であります。会員が常に増
員に心がけ一人一人が候補者を見つけ声をかける努
力が必要です。
　「強」はクラブの質の向上であります。魅力ある
クラブづくりです。これは、クラブリーダーチーム

（役員、理事会・委員長）の責務です。特にクラブ
会長のリーダーシップが問われます。例会の充実も
クラブの質を上げる大きな要素です。そして、クラ
ブの質の向上なくして、増員はありません。
　良い会社にはいい社員が多く集まるのと同じで、
魅力あるクラブには良質な会員が多く集まってきま
す。魅力あるクラブにするためには、魅力ある会員・
真のロータリアンを一人でも多く育てなければなり
ません。公共イメージの観点から考えると、ロータ

リアンはロータリーのイメージを高める最良の広告
塔です。常に人間的にも職業人としても信頼のおけ
る、素晴らしい人と言われるように努め、ロータリー
の会員企業であれば、信頼でき安心して取引が出来
ると言われるような事業活動に取り組まなければな
りません。
　向こうから、あんな人になりたい。あんな人がい
るクラブなら入りたい。
　ロータリーに入って学びたい。ぜひ入れてくださ
いと言われるようなクラブを目指し日々努力してい
きましょう。
　また、会員基盤の維持にも注力が必要です。退会
防止と会員増強は車の両輪と思ってください。
　せっかく入会した金の卵は絶対に退会させないと
いう強い信念で臨まなければなりません。
　毎年15万人程度の新入会員が入会しても、同じく
らいの会員が退会していくというのが現実です。そ
の50％が入会 3 年未満という状況です。
　退会を防止するためには、会員がロータリーでど
のような体験を求めているか、その声に耳を傾け、
活動の機会を公平に設け、疎外感を感じさせないよ
うに、居心地の良さ、満足感を提供する努力が必要
です。
　つまり、RI会長の方針にあるように、クラブ活
動に「DEI＝多様性・公平さ・インクルージョン」
を積極的に導入する必要があるのではないかと思い
ます。また、会員増強は、
　増強委員会だけではなく公共イメージ委員会、
ロータリー財団委員会、奉仕プロジェクト委員会も
一体となり、地域社会においてロータリー活動を認
知してもらい公共イメージを上げていくことも必要
になってきます。
　最後に一言、会員増強の基本は「人の魅力」と「組
織の魅力」
　これからも、ロータリーを学び、自己研鑽に励み、
誰もが公平に活躍できるクラブづくりを目指し頑
張っていきましょう。

会員増強の原点は魅力ある
ロータリアンの育成

2022-23年度
RI第2630地区ガバナー
�
高橋　伸治

Message
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会員増強・新クラブ結成推進月間

会員増強委員会　委員長　中村　薫　（鈴鹿ロータリークラブ）

　明るさが見え始めた新年
度のスタートとなり、大変
うれしく思っております。
　コロナが発症して以降 2
年半、世の中がかつて経験
したことのない戦いを強い

られました。目に見えない戦いは、作戦を立てるこ
ともむつかしく、ただ防戦一方でありました。
　ロータリーも休会を余儀なくされ、クラブ各委員
会も奉仕ということから大幅に歩みを止めることと
なっておりました。親睦も行うことができず、最も
重要な人と人との繋がりも途絶えておりました。
　新年度全クラブがリアルに例会を開催し、会話を
楽しみ、心と心が通じ合う感覚を取り戻せたことは、
この上ない喜びであります。
　増強は人との会話から始まり、人との出会いが
あってこそ前へ進むものです。
　国際ロータリーのテーマは「イマジン（想像）」
です。ジョーンズR I 会長は、毎朝目覚めるとき、
その世界に変化をもたらせることができる、昨日の
事をイマジンする人はいない、「それは未来を描く
こと」とおっしゃっています。また高橋ガバナーは
地区スローガンにおいて、「ロータリーアンの成長
が日本のロータリーの未来を創る」と発表されまし
た。私たちは成長しなければなりません、成長する
過程において様々な人たちと協力し、共に前進しな
ければなりません。どうかクラブにおいては、今い
る仲間と少しでも未来を見つめる創造的な交わりを
推進して頂き、そこへ新しい仲間を迎える行動を起
こして頂きたいと思います。
　今月は増強月間と共に、新クラブ結成推進月間で
す。今年はこの新クラブに目を向けていただきたい
と思います。会員の若年化を図るには、ローターア
クトクラブ、衛星クラブを設立し、若い会員の増強
促進が最も重要です。
　またD・E・Iを推進し、特に女性会員の増強も重
要です。世界では女性比率25％というのに対して、
日本の女性比率は 8 ％、地区は5.8％が現状です。

　今年度何としてもガバナー目標の 8 ％にチャレン
ジ達成しなければなりません。
　ロータリーは男性所帯からスタートしたのは事実
ですが、女性の経営者も増えている昨今、男性と同
じ視点で女性会員の増強をお願い致します。

　私は今年度二つのお願いを会長・幹事・増強委員
長さんに致しました。
　◎『 1 人の会員が 1 人を誘おう』　◎『オープ例
会を開催する』
　 1 人の経営者をロータリーに迎えることは大変な
事であり、難しい事であります。では何から始めれ
ば良いのか、個人一人一人にはたくさんの人脈があ
ります。古くからの友人、会社関係の取引先、協力
会社など様々な方が自分を取り巻いて形成されてい
ます。その中でまず「一人を誘って見る」ことです。
　そこから始めましょう。声をおかけすることが第
一歩です。今の声がけが成就しなくても、次の機会
にきっとかけられた方は覚えて下さっていると思い
ます。簡単な事ですが、できない方がたくさんおら
れます。まず誘うということから始めて下さい、宜
しくお願い致します。
　次に「オープン例会」を開催することです。自分
のお知り合いに例会へ来ていただくのです。知人、
友人から地域の方までどなたでもかまいません、そ
の日は良い卓話を用意して下さい。ロータリーの奉
仕活動、ポリオ根絶活動の事をお話する、ロータリー
交換留学性、米山奨学生の体験話を聞いて頂くなど、
来た人が聞き入る卓話にしてロータリーの活動を
知って頂き、興味をもって頂くのです。
　食事も少しゴージャスにして皆さんを歓迎して下
さい。きっとロータリーの公共イメージアップに繋
がり、増強の足掛かりなると思います。
　クラブを強くする、自分を成長させる、そして社
会に奉仕し職業で地域に還元する、これがロータ
リーの歩む道だと思います。
　今いる会員を大事にし、新しい仲間を増やす、皆
さん共に頑張りましょう。
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Message

会員増強・新クラブ結成推進月間によせて

DEI推進小委員会　委員長　川原直美

　今年度RI会長に就任さ

れたジェニファー・ジョー

ン ズ 氏 は、1905年 2 月 に

ロータリークラブが設立さ

れて以来、初の女性会長と

なりました。今では会員として女性が入会すること

が普通のこととなりましたが長い期間、女性はロー

タリーへの入会を許されませんでした。女性会員が

入会できるようになるまでの規定審議会における経

緯を、改めて時系列で要約してご紹介します。

　1955年にインドのAhmedabadRCが提案した制定

案50─10「標準ロータリークラブ定款から男性とい

う言葉を削除する」→否決。

　以下クラブ名略：制定案64─15「女性の入会を認

める」→否決。

　制定案72─48「会員資格の性別に関する制限を排

除する」→否決。

　1977年には、計 7 つの制定案「女性会員を認める」

→すべて否決。

　1978年にカリフォルニア州DuarteRCは、RI定款

と標準ロータリークラブ定款に反して女性会員を入

会させたという理由でRIへの加盟を終結させられ

ることになりました。前項に関しDuarteRCは、

1983年訴訟を起こすもカリフォルニア州最高裁判所

は国際ロータリーを支持（女性会員は認めない）。

そして、1987年にようやくアメリカ連邦最高裁判所

は、「RCが性別を理由に女性を会員として否定する

ことはできない」という判決を下し、DuarteRCは、

1986年 9 月に遡ってRIに復帰加盟。1989年によう

やく規定審議会が、女性会員の入会を承認すること

となりました。女性の入会には長い時間と数多の人

びとの努力がありました。

　ロータリーの創始者ポールハリス氏は、著書

「THIS ROTARIAN AGE」（ロータリーの理想と友

愛：米山梅吉訳）の中で、『著者の大いに期待する

ところは、現に存在するロータリー型の各種の団体

が、愈
いよ

々
いよ

益々増加し行き、遂に時期は至り、サーヴィ

ス※ 1 の理想を十分に吸収したる有
あら

ゆる実業職業の

男子、婦人及び青年を一堂に抱擁するごときクラブ

の出現せんことである。』としています。現在、ロー

タリークラブは、ポールハリス氏の期待するそのも

のになりつつあります。多くの女性が入会し、多く

の若人がローターアクトというロータリアンとして

参加しています。

　また、2023年までにロータリー会員基盤の30%を

女性にするというRI理事会の目標もあります。世

界の中で、すでに110か国以上でこの目標は達成さ

れています。

　そして、ローターアクトでは50%以上が女性です。

　では、当地区ではいかがでしょうか？日本の女性

会員は平均 7 ％ですが、2630地区では5.7%（ 4 月末）

です。高橋ガバナーは地区の女性会員割合をせめて

日本の平均にと目標を掲げていらっしゃいます。ぜ

ひ皆さまには、この一年最重要課題として取り組ん

でいただきたいと思います。

　当委員会では、「多様性・公平さ・インクルージョ

ンへのロータリーのコミットメント」を中心に 1 年

間活動を展開していきます。卓話依頼も歓迎します。

さらに、来たる11月26日土曜日には、服部陽子パス

トガバナーをお迎えして第 2 回女性会議を予定して

います。その折には、多くの方のご参加を頂けます

よう、委員会一同お待ちしております。

※ 1 　�米山梅吉氏は、サーヴィスは日本語に訳すこ

とが出来ない（奉仕ではない）として、サー

ヴィスとそのまま使用されています。
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会員増強・新クラブ結成推進月間

衛星クラブ推進小委員会　委員長　大谷淨治

　衛星クラブ推進小委員会

は、 当 地 区 で は、2020─

2021年度に初めて組織化さ

れ、活動をはじめた委員会

です。当地区には、衛星ク

ラブがまだないので、衛星クラブとは何か？につい

て調査することから始めました。衛星クラブは2013

年RI規定審議会で採択された新しいクラブの形で

す。衛星クラブは、ロータリークラブを結成する新

しい方法です。衛星クラブが本格的なロータリーク

ラブとなる準備が整った場合、ロータリークラブと

なるための申請を行うことができます。ロータリー

が過去に輩出してきた国際親善奨学生および各青少

年プログラムを経験されたOB・OGの方々などロー

タリーの活動に理解のある皆様にも入会して頂くこ

とができます。ロータリアンお一人お一人の絆を繋

いで、当地区でも衛星クラブの創設により、会員増

強に少しでも寄与ができればと考えております。

　衛星クラブは、通常のロータリークラブと同様、

例会を開き、細則と理事会を設け、地域社会で奉仕

活動を行います。地元ロータリークラブが衛星クラ

ブのスポンサーとなり、助言や支援を行います。衛

星クラブの会員も「ロータリアン」とみなされ、正

式にはスポンサークラブの会員となります。

〇衛星クラブは潜在的クラブです。

〇その会員は、スポンサークラブの会員でもありま

す。

〇設立には 8 名の会員が必要です。

〇人数の上限無し、在籍年数にも制限はありません。

〇クラブ運営にも制限はありません。

〇衛星クラブである期間にも制限はありません。

〇国際ロータリーの人頭分担金の額は全会員均一で

すが、クラブの会費はクラブの裁量で低く設定でき

ます。地区もまた、衛星クラブの地区会費を低く設

定できます。

　衛星クラブ結成の為の核となる 8 人の会員候補：

〇ローターアクト、インターアクト、米山学友会、

ローテックス、ライラ経験者　および　財団奨学生、

青少年交換プログラム参加者　〇スポンサークラブ

会員の 2 世　〇既にロータリークラブを退会された

関係者　〇ロータリアンとなることが難しかった忙

しいサラリーマン　〇ひろく奉仕の心をもっている

人

〇プロバスクラブのメンバー　等々

　会員増強委員会と連携して、衛星クラブという柔

軟性のある試験的クラブの創立により当地区の会員

増強に少しでも寄与が出来ればと考えています。
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地区委員長就任挨拶

研修委員会委員長
岩田　勝美（羽島RC）

　どのクラブも会員増強活動に精を出し折角獲得し
た会員の約半数が、 3 年未満に退会する現実がある
そうです。要因は「ロータリーが分からない」から
と言われています。会員基盤の維持・成長に最も不
可欠なもの、それは研修しかありません。
　浦田直前ガバナーがカウンセラーとなり、地区内
の「クラブ研修リーダー」に対してクラブ内で行う
研修のあり方についての研修会を行い、高橋伸治ガ
バナーのスローガンに有る日本のロータリーが目指
す「ロータリーの心と原点」を重点にセミナーを行っ
ていきたいと考えています。
　研修方法は全く手探りの為成果の程は未知です
が、少しでも各クラブに持ち帰って頂き、クラブ内
研修を重ねる事によりロータリーが少しずつ理解で
き、結果的に退会者が減り良い循環が出来ることを
願って進めて参ります。一朝一夕には行かないとは
思いますが、気長に進めて参ります。皆様のご協力
宜しくお願い致します。

地区委員長就任の挨拶

職業奉仕委員会
原尾　勝（岐阜北RC）

　第2630地区職業奉仕委員会の委員長を拝命致しま
した岐阜北ロータリークラブの原尾　勝でございま
す。宜しくお願い致します。
　前年度に続き委員長は 3 年目となり、最後の年と
なります。前期も、コロナ禍でしたので多くのクラ
ブから戴いた卓話要請も可成りが中止となり思うよ
うな活動が出来ませんでした。「職業奉仕を根幹と
するロータリーの理念の素晴らしさ、大切さ」を今
年度こそは多くの皆様にお伝えしたい気持ちで一杯
です。
　高橋ガバナーの地区方針は《｢ロータリーの心と

原点｣ を大切に、描こう明るい未来を》であります。
このロータリーの心とは何か？原点とは何か？につ
いて、今年 3 月に講演を戴いたＲＩ元理事で裏千家
15代前家元であり元特攻隊員であった千玄室様の講
演内容と職業奉仕についての卓話をさせて戴きたい
と思います。多くのクラブからの卓話要請をお待ち
しておりますので是非声をお掛け下さい。そして今
期、職業奉仕委員会は、｢理念の伝承と浸透｣ をテー
マに活動して参ります。今年も職業奉仕委員会を宜
しくお願い申し上げます。

地区委員長就任挨拶

公共イメージ委員会
近藤　浩史（岐阜東南RC）

　今期 2 年目の公共イメージ委員長を務めさせてい
ただきます近藤浩史です。
　前期 1 年間はコロナの影響で委員会活動が大きく
制限され、計画していたことの多くが未達成のまま
終えてしまいました。
　そこで今期は、前期に計画していました以下の①
と②を実行し、その他にも前期に立ち上げました「第
2630地区公式Facebookグループ」をより充実させ、
ロータリーの公共イメージ向上につながる外部向け
の情報発信に注力します。
①地区ホームページの拡充…各クラブに公共イメー
ジ委員会が取材に伺い、それぞれのクラブの様子な
どを地区のホームページにアップします。
②SNSのまとめサイトの作成…地区にはロータリー
クラブの活動をSNSなどで発信しているロータリア
ンが数多くいます。それら発信された情報が一覧で
きるWEBサイトを構築いたします。
　ロータリーの公共イメージ向上は、地区のロータ
リアンの協力なしには成し遂げられません。ご協力
のほどよろしくお願いいたします。

地区委員長就任の挨拶
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地区委員長就任挨拶

会員増強委員会委員長
中村　薫（鈴鹿RC）

　国際ロータリーの最重要事項は会員増強です。
　今年度、国際ロータリー初の女性会長である、ジェ
ニファー・ジョーンズ氏は、多様性・公平さ・イン
クルージョン（D・E・I）を取り入れる努力におい
て、そのカギとなるのは障壁を取り除くこと、そし
てインクルージョンこそが、会員増強のカギとなる
とおっしゃっています。またポールハリスは、ロー
タリーはあらゆる職業や地位、あらゆる国、あらゆ
る形式の宗教の人達に開かれていると言っていま
す。
　100年を超えた日本のロータリー、国際ロータリー
の会員動向から考えると新しい方向性を見出し、あ
らゆる考えの下会員増強維持を行わなければならな
いと考えます。もはや50代～70代の男性を中心とし
た会員構成に歯止めをかけ、若年層や女性を含む多
様性の時代へ大きく進まなければならないと思いま
す。
　ローターアクト、衛星クラブなどの組織づくりを
前進させ、若い会員に早くからロータリーに目を向
けていただく、また女性会員ゼロのクラブを無くし、
女性も男性も、共に集えるクラブ構成にしていける
よう、皆様のご協力をお願いしたいと思います。
　リアル例会が可能となった今期のスタートに感謝
し、皆様のクラブが常に楽しく、親睦・奉仕が行え
るよう、心より御祈念申し上げております。

地区委員長就任挨拶

DEI推進小委員会
川原　直美（熊野RC）

　今年度から委員会名が「多様性推進」から、「DEI
推進」へと変更になりました。
　【持続可能な良い変化を生むために手を取り合っ
て行動する世界が実現へと向かう】ために、多様性

（D）に公平性（E）とインクルージョン（I）が加
わりました。
　当委員会の活動理由や活動方針などは、RIの「多
様性・公平さ・インクルージョンへのコミットメン
ト」に集約されていますのでご覧ください。
　また、今年の11月26日土曜日に、第 2 回女性会議

（DEI会議）を、服部陽子PGをお迎えして開催予定
しています。女性に限らず多くの方の参加をお待ち
しています。
　より「多様で・公平で・インクルーシブ」な文化
を築けるようお手伝いができるように、そして新た
なメンバーへの獲得へと結びつくように、皆様方の
クラブのお役に立てるよう委員会全員でしっかり勉
強しながらバックアップしていきたいと思います。
　今年一年間、どうぞよろしくお願いいたします。

就任挨拶

衛星クラブ推進小委員会　次期委員長
大谷　淨治（四日市RC）

　衛星クラブとは2013年RI規定審議会で新たに採
択されたロータリークラブを結成するための新しい
クラブの形です。ロータリークラブを設立するため
の手段の一つです。衛星クラブは、いわば「クラブ
の中にあるクラブ」（潜在的クラブ）です。衛星ク
ラブはスポンサークラブとは別に例会を開きます
が、通常のロータリークラブの規則に則って運営さ
れます。衛星クラブは、新しいロータリークラブを
立ち上げたいが、創立会員候補を20名すぐに集めら
れない場合に、少人数（最低 8 名）でスタートした
後、時間をかけて通常のロータリークラブへと育て
たい時に作ります。衛星クラブが本格的なロータ
リークラブとなる準備が整った場合、ロータリーク
ラブとなるための申請を行うことができます。衛星
クラブという柔軟性のある試験的クラブの創立によ
り当地区の会員増強に少しでも寄与出来ればと考え
ています。一年間、よろしくお願い致します。
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地区委員長就任挨拶

奉仕プロジェクト部門委員長
勝川　生年（美濃加茂RC）

　『all of a sudden』心中の計画も追いつかない驚き、
一択の決断から奉仕プロジェクト部門委員長を拝命
致し身が引き締まる思いです。
　私達の委員会よりガバナーエレクトを輩出されま
したことは僥倖に恵まれる思いです、奉仕プロジェ
クト部門は「地域社会に貢献しましょう」と社会奉
仕委員会が地元、地域に向けた奉 仕活動を、そし
て「世界で良いことをしましょう」篠原委員長の思
いを継承し、国内と海外で行われる奉仕活動の啓発
に努めてまいります。地区財団部門の補助金活用推
進にご理解を頂き円滑にプロジェクトを完成に導く
地区の部門と責務を感じます。活動の障害と成って
いた行動制限も漸く緩み、環境は通常に戻ると信じ
ます、ブランクの間に行われたプロジェクトの成果
を確認し検証に追われる慌ただしい一年と気持ちを
整えております。地区のテーマ「ロータリーの心と
原点を大切に、描こう明るい未来を」目標に奉仕プ
ロジェクト部門は、カウンセラーのご教授を仰ぎ世
界の恵まれない人々に明るい未来が訪れることを

「IMAGE」し、地区内各クラブへの支援活動 を積
極的に勧める部門でありたいと考えます。

地区委員長就任挨拶

国際奉仕委員会　委員長
太田　正隆（松阪山桜RC）

　今年度、初めて国際奉仕委員長を拝命しました。 
　今年度RI会長は、会員が夢を実現するために行
動し、クラブの魅力を最大限に味わえる場としての、
ロータリーを思い描き、互いのつながりを深め、世
界に変化をもたらすよう提案しています。
　その事を実現する為に、戦略的優先項目として、
①クラブのサポートと強化。②人道的奉仕の重点化
と増加。③公共イメージと認知度の向上。④財政的

安定性及び管理運営に関する改善を示唆しています
が、この根幹を支えるものとして②のロータリー財
団プロジェクトの活用と④の財団の財政安定化を言
及しています。
　地区国際奉仕委員会が長年受け継いできた伝統を
重んじ、「地域社会に貢献しょう」、そして「世界で
良いことをしょう」という信念を引き継ぎ、地区の
各クラブの海外支援活動を勧める事に邁進する事が
重要と考えています。
　社会奉仕・職業奉仕・青少年奉仕等に境界を意識
せず、お互いに助け合いながら、絆を深め、世界平
和を進め、未来のために持続可能なプロジェクトを
勧めて行きたいと思っています。

地区委員長就任挨拶

奉仕プロジェクト社会奉仕委員長
石田　公司（美濃加茂RC）

　世界は新型コロナウイルスの終息がようやく見え
てきたところで今度はロシアによるウクライナ侵攻
という大きな衝撃に見舞われました。これにより社
会は大きな影響を受けています。
　22年規定審議会の標準ロータリークラブ定款変更
で第三奉仕部門の社会奉仕には「地域社会における
積極的平和を目指す」という文言が追加されました。
　私たちロータリアンは社会に必要なことや求めら
れていることを探しどうすれば社会のためになる新
しい奉仕活動をできるかを常に考えています。地区
社会奉仕委員会では各クラブの例会卓話やその他機
会を通じて皆様の奉仕活動、特に地域の奉仕活動を
考え奉仕プロジェクトの創出のヒントになるよう手
助けをしていきます。
　それにしても普通に暮らすということこそが平和
でありどんなに有り難いか思い知らされる昨今で
す。私たちはロータリーの奉仕がきっと平和のため
に役立つと信じて積極的に奉仕活動をしようではあ
りませんか。

地区委員長就任の挨拶
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地区委員長就任挨拶

青少年奉仕委員会
丸川　竜也（鳥羽RC）

　第2630地区青少年奉仕委員会の委員長を拝命いた
しました、鳥羽ロータリークラブの丸川竜也でござ
います。宜しくお願い致します。
　RI会長、並びにガバナーの所信を心得て委員会
活動に取り組む所存です。地区活動方針でもありま
す青少年育成の推進を念頭に置いて、「出前講座」

「キャリア支援」等を重点に普及推進し、地域の子
ども達に正しい職業感を伝え、地域の未来を想像し、
地域社会に変化をもたらしたいと思います。
　昨年度は新型コロナ禍の収束を待ち望みました
が、まだ完全とは言えません。教育現場ではリモー
ト、タブレット等での授業の実施、また、クラブ活
動も制限され巣ごもり生活を送り、私たちに何がで
きるのかと問いかける日々が続きました。青少年は
学校との深い結び付きが必要で、教育委員会もコロ
ナ禍における学校教育を模索していることと思いま
す。
　このところリアルな会議も開催ができるようにな
り、少し希望が見えるようになりました。青少年奉
仕委員会としては、各ロータリークラブ活動がス
ムーズにいくように、委員会メンバーが子ども達の
為に意見を出し合い、新たな活動を模索しながら 1
年間頑張って活動をしたと思いますので、どうぞよ
ろしくお願い致します。

就任挨拶

ローターアクト委員会委員長
青山　正生（本巣RC）

　今年度も引き続きローターアクト委員会の委員長
を拝命しました本巣ロータリークラブの青山正生と
申します。宜しくお願い申し上げます。
　当地区ではローターアクト 6 クラブが活動を活動
しており、RACの現状は会員減少が深刻な状況で

あり各RACの会員増強が最優先と考えます。ロー
タリアンの皆様方よりお知り合いの方にローターア
クトクラブへの入会を勧めていただけますと幸いに
存じます。また、提唱クラブ以外のクラブは新クラ
ブの結成をご検討くださると幸いです。私がロー
ターアクト行事に参加し、アクターが回を重ねる毎
に成長して行く姿を見て頼もしく思いました。ロー
タリアンの皆さんも是非アクト活動に御参加いただ
きローターアクトの魅力・価値を知る事によって、
青少年奉仕活動に御理解と御協力をいただける事と
思います。
　最後になりましたが、第2630地区の会員皆様方の
ご協力とご指導を賜り委員会活動を進めてまいりた
いと存じますので宜しくお願い申し上げます。

地区委員長就任挨拶

青少年交換委員会委員長
平田　芳久（四日市RC）

　本年度委員長として 3 年目を迎えますが、引き続
き任務を全う出来るよう努めて参りたいと思いま
す。
　COVID-19拡大の影響で、中止されていたロータ
リーの交換プログラムが2022年 7 月から再開される
予定です。交換プログラムへの参加を、今年度は見
合せた国や地区もありますが、当地区では 3 人の学
生を派遣し、海外から 4 人の学生を受け入れる計画
です。日本政府の水際対策も昨年の11月当初の方針
から大幅に緩和され、IBSも無理なく受け入れるこ
とができる状況となりました。しかしながら、全世
界でCOVID-19への完全に払拭された訳ではない
中、本年度の当委員会事業も万全の注意を払いなが
ら進めて参る所存です。
　当委員会では、2023年 7 月以降に留学を希望する
交換候補学生を10人程度募集し、委員会事業を開催
して参ります。第2630地区の交換プログラムに参加
する学生の安全で充実した留学生活が送れるよう活
動して参りますので、引き続きご理解とご協力をよ
ろしくお願い申し上げます。
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地区委員長就任挨拶

インターアクト委員会委員長
今津　美憲（岐阜サンリバーRC）

　今年度よりインターアクト委員会委員長を務めさ
せていただきます岐阜サンリバーRC所属の今津美
憲です。
　インターアクトクラブは高校生達が、国際奉仕を
養い、地域でのリーダーシップを勉強し次世代を構
築できるようにと活動することです。そして、その
目的を達成するためにスポンサーロータリークラブ
がサポートしています。
　地区インターアクト委員会はインターアクターと
ロータリアンがスムーズに活動できるように橋渡し
の役割を努めてまいります。
　韓国派遣事業は、残念ながら今年度もコロナ禍に
より 3 期連続の中止となりました。早い再開を願っ
ています。
　嬉しいニュースは、11年ぶりに羽島ロータリーク
ラブのスポンサーにより、羽島北高校インターアク
トクラブが誕生しました。新しいクラブを迎えての
活動となります。
　皆様方のご支援ご協力のほどよろしくお願い申し
上げます。

地区委員長就任挨拶

ロータリー財団部門委員長
堀部　哲夫（関RC）

　ロータリー財団部門委員長を拝命して 2 年目にな
ります。日頃から、ロータリー財団活動にご理解ご
協力を頂き有難うございます。
　現在のロータリー財団システムは、会員数の少な
いクラブでも費用の掛かる大きなプログラムを実行
できるものになっています。地区補助金やグローバ
ル補助金の利用、地域から優秀な奨学生を出すなど、
上手くやれば財団に寄付する以上の補助金を利用す
ることが出来ます。私はいつも「財団寄付はクラブ

事業資金の貯金」ですと言っています。
　クラブが地域のニーズに応えてメリハリのある事
業をロータリアン自身が主体的に取り組むための財
団のシステムを、分かり易く説明していくことが地
区ロータリー財団の使命だと考えています。
　財団セミナーは毎年 2 回開催しています。クラブ
には必ず数名のご参加をお願いしています。積極的
にご参加頂き、その内容をクラブに持ち帰って頂き
ますようお願い申し上げます。

地区委員長就任挨拶
ロータリー財団部門　資金推進小委員会
平和フェローシップ小委員会
加瀬　久照（津RC）

　ロータリー財団部門資金推進小委員会並びにロー
タリー平和フェローシップ小委員会委員長に前年度
より引き続き就任させて頂きます津ロータリ－クラ
ブの加瀬久照でございます。何卒よろしくお願いい
たします。
　地区内各クラブの皆様には、ロータリー財団への
ご寄付につきまして格別なご支援ご協力を賜り厚く
御礼申し上げると共に、本年度につきましても何卒
よろしくお願いいたします。
　資金推進小委員会では、「やさしいロータリー財
団」を掲げ、セミナー開催また、卓話講師の派遣、ポー
ル・ハリス・フェローをはじめとする表彰認証プロ
グラムの推進を基に活動してまいります。
　国際ロータリーと世界平和を構築できる人材育成
を行うことを目的とした全額支給の奨学金「ロータ
リー平和フェローシップ小委員会」世界 7 か国 8 つ
の指定大学への留学を、修士課程と専門課程にて世
界平和分野で活躍していただける特別研究員を広く
募集し支援してまいります。
　地区内各クラブの皆様には大変お世話になりま
す、ロータリー財団へのご寄付は、未来への投資と
お考えいただき何卒ご支援ご協力のほどよろしくお
願い申し上げます。

地区委員長就任の挨拶
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委員長挨拶並びに活動計画

ポリオ・プラス小委員会委員長
河地　勝彦（多治見RC）

　本年度、ポリオ・プラス小委員会の委員長を努め
させて頂きます河地勝彦と申します宜しくお願い致
します。
　新型コロナウイルス感染拡大は未だに収束を迎え
ることができずワクチン接種率は上がりつつも拡大
と減少を繰り返しウィズコロナという声も少なから
ず上がり始めています。このことからも一つの病（ウ
イルス）を根絶する事がいかに困難であるか考える
ことは容易であると思います。
　私たちのポリオとの戦いの歴史も簡単ではありま
せんでした、ロータリアンのみではなく全世界の
様々な団体や人々が協力し長い月日と絶え間ない努
力を重ねた結果、ポリオの撲滅はもう目の前に来て
いる状況になっています。
　こんな時代だからと今この流れを緩める事は長年
積み上げてきた成果が崩れ増加に傾く事も考えられ
ます。コロナに対する理解が徐々に進み治療方法も
確立されつつある今、制限も緩和されコロナ禍以前
の活動が少しずつですができると思います。今一度
ポリオをご理解頂き、皆様のご協力を仰ぎ一人でも
多くの方々を巻き込みながら当小委員会の活動に取
組んでまいります。
　
　当小委員会の活動内容としましては昨年度に引き
続き、

（ 1 ）RIのプロジェクトの一つであるポリオの撲滅
に協力し世界ポリオデーへの参加呼びかけを行う

（ 2 ）クラブの活動時、ポリオ撲滅の基金への募金
活動を行うとなります。

地区委員長就任　挨拶

ロータリー財団資金管理小委員会委員長
澤田　哲郎（多治見リバーサイドRC）

　第2630地区の各クラブの皆様に、ロータリー財団
の補助金（地区補助金、グローバル補助金等）を公
平かつ適正に使用していただくために、クラブの参
加資格認定：「MOU」の覚書を第2630地区と73クラ
ブ間で交わしていただきます。「MOU」の内容を熟
読いただき、会長エレクト、会長ノミニーの署名を
お願いいたします。地区補助金、グローバル補助金
が活用出来るための準備、補助金活用にあたり「授
与と受託の条件」をご理解いただき、効果的で有意
義、適切な事業の実施をお手伝いさせていただくこ
とが我々委員会の活動です。
　また、ポリオ根絶に「オリコロータリーカード」
と「ロータリーダイナーズクラブカード」のご紹介
もさせていただいております。ロータリー財団の最
大の奉仕活動でありますポリオ根絶ではすでに30億
人の子供たちに経口ポリオワクチンの投与がなされ
ております。このカードで 2 万円使用していただく
とポリオワクチン 1 人分が確保できます。ぜひ各ク
ラブで「ロータリーダイナーズクラブカード」の導
入を宜しくお願いいたします。「ダイナーズクラブ
カード」は今年度が導入の勝負の年になります。
　第2630地区の各クラブの皆様には大変お世話にな
りますが、さらなるご支援ご協力のほど宜しくお願
い申し上げます。

地区委員会委員長就任の挨拶

ロータリー財団部門　補助金小委員会
本弘　路可（津RC）

　二年目の補助金小委員会委員長を拝命することに
なりました本弘路可（津RC）です。
　国際ロータリーのロータリー財団の「未来の夢計
画」により刷新された補助金制度も10年目を迎え、
より分かりやすく、使いやすいロータリー財団補助
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金事業にするため、第2630地区の補助金ルールの見
直しに今年度より着手する予定です。施行スケ
ジュール等詳細につきましては、11月 5 日（土）に
開催する「地区ロータリー財団補助金管理セミナー」
で説明できるよう現在検討中です。
　ロータリー財団のグローバル補助金及び奨学金
は、昨今の円安ドル高状況により、しばらくは有利
に支給される状況です。グローバル補助金プロジェ
クトとグローバル奨学生の受付は随時しております
ので、まずは当委員会へご相談下さい。
　皆さんの寄付金が原資であるロータリー財団の補
助金を活用してプロジェクト及び奨学生をサポート
し、地域社会に変化を生む活動のお手伝いをします
ので今年度もよろしくお願いします。

地区委員長就任挨拶

米山記念奨学委員長
伊藤　晃宏（鈴鹿シティRC）

　日頃は、米山奨学生事業にご理解、ご協力を賜り
有難うございます。
　今年度、米山記念奨学委員長を務めさせて頂きま
す伊藤です。宜しくお願い致します。
　さて、米山奨学事業は 4 月から翌年の 3 月までと
なっており、現状をお伝えすることで就任のご挨拶
とさせて頂きます。
　現在、新の米山記念奨学事業は、 4 月より開始さ
れており今期米山奨学生の受入については、21名（岐
阜地区10名・三重地区11名）を選出し各世話クラブ
へ配属致しました。
　また、今年度も（去年 6 月）個別に大学関係者と
話合いを持ち、「米山奨学制度について」と「一つ
の国に偏らないようする事」を説明させて頂きまし
た。
　その結果、4 月からの奨学生は約29％（中国出身）
になり、世界各国から留学生を選考することができ
ました。（中国、インドネシア、ベトナム、ネパール、
カンボジア、内モンゴル、スリランカ、ミャンマー）
　また、委員会としては、10月の米山月間において

講師依頼のあったクラブには、米山記念奨学制度を
理解して頂くいい機会だと思い、奨学生の協力を得
て例会に訪問しスピーチをしたいと考えておりま
す。
　そして世話クラブに関しては、各グループで 5 年
に 1 度は、受けて頂くようにご依頼致します。今ま
では、大学の近いRCへお願いしておりましたが、
大学からの距離やクラブメンバー人数に関係なく順
番に世話クラブをお願いすることになりました。各
クラブのカウンセラーの役割は、大きく事前の研修
会を開催しますのでご参加をお願い致します。
　この 1 年、委員会メンバーと協力し事業を推進し
ていきたいと思いますのでよろしくお願い致しま
す。

地区委員長就任挨拶

米山記念奨学委員会　学友会小委員会
長谷川隆志（岐阜東RC）

　今期、高橋ガバナーのお取り計らいによりまして、
米山記念奨学委員会に学友会小委員会を立ち上げて
いただき、その委員長となりました。今まで奨学生 
が卒業した後、個人的に繋がりを持っているロータ
リーアンの方はみえましたが、ほとんどが地元から
離れての就職や他の大学に入学したり、または、母
国に帰国された方が多くいたため、その後の状況が
わからないままでいました。学友会を立ち上げそこ
に所属する事で、ロータリアンとの繋がりを持ちつ
つ奨学生同士との横の繋がりもできて国際交流の一
躍を担う事ができればと思っております。これから、
組織を構築して出来るところから活動して参りたい
と思いますのでロータリーアンの皆様には引き続き
ご協力の程、よろしくお願いいたします。

地区委員長就任の挨拶
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岐阜北RC創立40周年記念事業・式典
　2022年 6 月25日（土）2630地区岐阜北ロータリークラ
ブは、創立40周年記念式典を「都ホテル岐阜長良川」に
て開催いたしました。
　参加者は、会員37名と、2630地区ガバナー浦田幸一様、
同じくガバナーエレクト高橋伸治様をはじめ地区役員お
よび岐阜ABグループガバナー補佐、会長幹事、姉妹ク
ラブである氷見ロータリークラブなど招待客28名にて開
催されました。時節柄、岐阜市長並びに、岐阜市北部西
部バレーボール協議会、児童養護施設 若松学園、岐阜
県立岐阜城北高等学校の関係者については、ビデオ参加
といたしました。
　記念事業として、岐阜市北部西部バレーボール協議会
にバレーボール90個、大会用横断幕、スタッフ用ユニ
フォーム、児童養護施設若松学園には電化製品一式、岐
阜城北高校インターアクト部に複合機一台を寄付した。
　お忙しい中、ご臨席頂きました皆様関係各位には、心
より感謝申し上げます。ありがとうございました。

ガバナー祝辞（浦田幸一ガバナー）

祝宴

活動事業報告
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4. �������������������� 
東京米山ロータリーＥクラブ 2750 の活動

の一つに「田中作次奨学金」があります。これ

は、元国際ロータリー会長である田中作次氏

の冠名奨学金で、ミャンマーの若者へ教育支

援をするもの。毎年行われる現地での面接選

考は、ミャンマー米山学友会が協力していま

す。 

4 月 17 日、今年の田中作次奨学生たちとミ

ャンマー米山学友会有志、そして日本のロー

タリアンや現役米山奨学生が交流する「ミン

ガラ奉仕デー 田中作次奨学生 日本語 CAFÉ」が

Zoom で開催され、総勢 50 人が参加しました。

進行は日本語とビルマ語で行い、日本語運用レ

ベル別に 5 グループに分かれ、「日本語を学ぶ

理由」などのテーマを決めて交流しました。 

主催した東京米山ロータリーＥクラブ 2750

の肖
ショウ

慧
ケイ

潔
ケツ

会長（東京白金ＲＣ）は、「ミャンマ

ー在住の田中作次奨学生にとって、奨学金とい

う金銭的支援だけでなく、実際に日本人や日本

で学ぶ留学生と交流することが何よりも大き

な励みになったと思います。私たちのクラブに

は外国語学習・指導経験のある会員が多く、会

員の職業奉仕にもつながりました」と、活動の

意義を述べました。 

今回の日本語 CAFÉ は今後も継続的に開催し

たいとしており、併せて同クラブで開発中の「非

漢字圏の日本語学習者のための生活支援漢字ア

プリ」によって、一人でも多くの日本語学習者

への支援を進めていくとのことです。 

5. ��������������� 
1998 年から 1 年間、大牟田ＲＣの米山奨学生だ

った林郁慧
リン イクエイ

さんは現在、台北駐日経済文化代表処

（台湾の日本における外交の窓口機関）で政務部

次長を務めています。当時はカウンセラーの圓佛

洋右氏と家族ぐるみで交流し、地元のお祭りやイ

ベントに連れ出してもらったのが良い思い出と

話します。また、優しく温かい大牟田ＲＣの方々

に迎えられ、異国にひとりでやってきた寂しさも

乗り越えることができたそうです。 

＜林郁慧さんより＞ 

大牟田ＲＣでは、さまざまな分野の最前線で活

躍されている方々から貴重なお話を聞くことで、

特に社会人としての振る舞いや話し方を学ぶこ

とができました。ここでの経験は人生に対する理

解や考え方などをとても豊かにしてくれました。 

九州大学卒業後、台湾外交部の試験に合格し、

台湾と日本の懸け橋になるという当時の目標を

叶えました。私はロータリアンに感謝するととも

に、今後も米山学友として社会に恩返しして、両

国の友好関係をさらに一層促進できるように努

力をしていきます。 

台湾と日本の懸け橋を目指す米山の後輩たち

には、ロータリーの世界で大切にされている「最

もよく奉仕する者は、最も多く報いられる」とい

う言葉を胸に頑張ってほしいです。米山奨学生や

学友の皆さん、世界平和のために各分野で一緒に

努力していきましょう！ 

カウンセラーの圓佛洋右氏（右）と林郁慧さん 

1. ����������
関東にある 4 学友会会長と学友が 4 月 23 日、

米山梅吉翁の墓参のため、横浜市鶴見区の総持

寺を訪れました。 

この合同墓参は 2018 年に第 2580 地区（東京

都・沖縄県）と第 2590 地区（神奈川県横

浜市・川崎市）が始めたもので、その後、

コロナ禍のため中断。今年再開するにあ

たって近隣地区にも声を掛け、上記 2 学

友会の会長・学友・奨学生に加えて、第

2750 地区（東京都）・第 2780 地区（横浜

市・川崎市を除く神奈川県）の各学友会

会長、第 2590 地区米山委員 2 人の計 15

人が参加し、墓所の清掃と供花、總持寺

内の見学をしました。 

今回は初めて4学友会の会長が揃って

梅吉翁の墓参をしたということで、それ

ぞれがこの奨学事業の始まりに思いをはせ、今

後の学友会を活発にしたいという気持ちを新た

にした様子でした。 

2. ����� ��������������
4 月までの寄付金は前年同期と比べて 0.3％

減（普通寄付金:0.9％減、特別寄付金:0.1％増）、

約 300 万円の減少となりました。ほぼ前年度と

同様の水準で推移しています。今年度もあと残

り 1 カ月半です。なかなかコロナ禍以前のよう

に寄付が大きく増額に転じることはありませ

んが、クラブの例会や地区大会も開催され始め、

いったん止まったロータリー活動も再稼働し

つつあります。引き続き今後ともご支援賜りま

すようよろしくお願いいたします。 

3. �������
2021-22 学年度に博士号を取得した奨学生・学友は 60 人、 

これまでの累計は 3,915 人となりました（5月 9 日現在）。 

米山記念奨学会では、博士号を取得した奨学生・学友へお

祝いの腕時計を贈呈しています。裏ぶたに氏名を刻印した

世界に一つだけの腕時計です。クラブ例会で贈呈すること

により、学友との交流再開のきっかけとなるかもしれませ

ん。博士号を取得した奨学生・学友がいましたら、当会事務

局へご報告ください。 
 

 奨学期間終了後の取得でも対象です 
 お届け先は、原則として世話クラブです 
 完成まで約 2 週間かかります
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「学位記の写真」もしくは「学位取得証明書」と、当会書式「博士号取得 
報告書」の 2 点を世話クラブから米山奨学会へ FAX かメールで送信。 
（FAX:03-3578-8281／email: alumni@rotary-yoneyama.or.jp） 

申請方法 

時 計 が
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文字盤の裏に氏名を刻印
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2022年 6 月分

グループ ク　ラ　ブ 例会数
会員数

前期末 うち女性 月末 うち女性 増 減

桑　

員

桑 名 3 36 0 36 0 4 4
桑 名 西 4 31 0 24 0 1 8
桑 名 中 央 3 25 1 25 1 1 1
桑 名 北 3 30 8 27 6 0 3
グループ計⑷ 122 9 112 7 6 16

四　

日　

市

四 日 市 4 86 2 86 2 11 11
四 日 市 北 3 21 5 18 4 0 3
四 日 市 西 3 70 4 72 4 4 2
四 日 市 南 4 33 4 31 4 0 2
四 日 市 東 4 35 0 33 0 1 3
グループ計⑸ 245 15 240 14 16 21

鈴　

鹿
・
亀　

山

鈴 鹿 4 69 10 72 10 7 4
鈴 鹿 西 3 34 7 29 7 0 5
鈴 鹿 ベ イ 3 12 0 12 0 0 0
亀 山 4 15 0 14 0 0 1
鈴鹿シティ 4 61 3 60 2 3 4
グループ計⑸ 191 20 187 19 10 14

中　

勢
・
伊　

賀

津 5 60 0 59 0 6 7
上 野 4 34 2 34 2 5 5
名 張 3 34 1 36 1 5 3
津 南 4 40 2 42 2 3 1
津 北 4 49 4 51 4 4 2
上 野 東 5 34 0 33 2 3 4
久 居 3 26 1 25 1 1 2
名 張 中 央 4 19 2 17 2 0 2
グループ計⑻ 296 12 297 14 27 26

松
阪
・
東
紀
州

松 阪 3 74 0 76 0 7 5
松 阪 東 3 66 12 66 12 1 1
熊 野 3 32 5 31 5 0 1
尾 鷲 5 11 2 11 2 0 0
松 阪 山 桜 5 38 3 38 3 0 0
グループ計⑸ 221 22 222 22 8 7

伊
勢
・
鳥
羽
・
志
摩

伊 勢 3 55 0 48 0 0 7
鳥 羽 5 30 3 28 3 0 2
伊 勢 南 5 45 4 41 4 2 6
志 摩 3 46 13 44 14 3 5
伊 勢 中 央 4 47 0 48 0 2 1
伊 勢 度 会 3 15 4 16 4 1 0
グループ計⑹ 238 24 225 25 8 21

三 重 県 合 計（33） 1,313 102 1,283 101 75 105

グループ ク　ラ　ブ 例会数
会員数

前期末 うち女性 月末 うち女性 増 減

岐　

阜　

Ａ

岐 阜 4 75 2 77 3 10 8
岐 阜 西 4 45 0 42 0 4 7
岐阜長良川 3 44 0 41 0 0 3
岐 阜 北 4 37 2 39 3 4 2
岐 阜 中 3 29 1 26 1 0 3
グループ計⑸ 230 5 225 7 18 23

岐　

阜　

Ｂ

岐 阜 南 4 87 9 84 9 5 8
岐 阜 東 4 52 2 43 2 0 9
岐 阜 東 南 4 39 0 36 0 0 3
岐 阜 加 納 4 79 3 86 3 8 1
岐阜エトス 4 21 2 21 2 0 0
岐 阜 城 3 18 0 18 0 1 1
グループ計⑹ 296 16 288 16 14 22

岐　

阜　

西　

濃

大 垣 3 89 3 86 3 2 5
大 垣 西 3 70 0 76 0 8 2
本 巣 3 32 0 28 0 2 6
羽 島 4 28 2 38 4 11 1
不 破 3 29 0 27 0 0 2
大 垣 中 3 66 4 65 3 2 3
大垣センチュリー 2 53 3 54 3 2 1
岐 阜 淡 墨 3 16 1 16 1 0 0
岐阜サンリバー 4 16 3 18 3 2 0
グループ計⑼ 399 16 408 17 29 20

岐　

阜　

東　

濃

多 治 見 4 52 4 52 4 2 2
中 津 川 4 70 2 71 2 3 2
瑞 浪 3 57 1 60 1 3 0
恵 那 3 43 2 47 3 6 2
土 岐 3 36 1 36 1 0 0
多 治 見 西 3 25 3 25 3 0 0
中津川センター 3 54 1 51 1 1 4
多治見リバーサイド 3 39 1 41 1 2 0
グループ計⑻ 376 15 383 16 17 10

東　

海　

北　

陸　

道

美 濃 3 18 0 18 0 0 0
各 務 原 2 26 1 29 1 3 0

関 3 48 2 47 2 1 2
郡 上 八 幡 4 39 0 35 0 0 4
関 中 央 4 30 0 29 0 0 1
郡上長良川 4 33 5 31 5 0 2
グループ計⑹ 194 8 189 8 4 9

濃　

飛

高 山 5 38 0 35 0 1 4
下 呂 4 25 0 25 0 0 0
高 山 西 3 34 2 34 2 0 0
美 濃 加 茂 3 34 5 36 5 3 1
可 児 3 35 1 35 1 1 1
高 山 中 央 2 57 4 53 3 2 6
グループ計⑹ 223 12 218 11 7 12

岐 阜 県 合 計（40） 1,718 72 1,711 75 89 96
地 区 合 計（73） 3,031 174 2,994 176 164 201

■2021年 6 月（前年度）出席報告

前期末 うち女性 月　末 うち女性 増 減
岐阜県合計（41） 1,737 76 1,718 72 120 139
三重県合計（33） 1,352 98 1,313 102 69 108
地 区 合 計（74） 3,089 174 3,031 174 189 247

国際ロータリー 第2630地区 出席報告
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会員動静報告（敬称略）

2022年 6 月分
入会会員

岐阜南RC

永原孝雄
2022.6.9入会

損害保険

岐阜加納RC

高田総一郎
2022.6.3入会

オーダースーツ販売

鈴鹿RC

杉本美音理
2022.6.1入会

金属製品製造業

岐阜南RC

加藤昌浩
2022.6.9入会

信託銀行

久居RC

猪狩孝久
2022.6.27入会

内装工事

松阪RC

広瀬良介
2022.6.1入会

紡績業

名張RC

今中武美
2022.6.20入会

化粧品製造販売

逝去会員 謹んでご冥福をお祈り申し上げます

岐阜東南RC

脇田峰秀
1990.2.23入会
2022.6.17逝去

2002─03年度幹事
2007─08年度会長
米山功労者マルチプル
ベネファクター
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー 

恵那RC

稲川智幸
2017.7.5入会
2022.6.13逝去

ガバナー月信　表紙説明 大垣ひまわり畑

　大垣市平町地内にある「大垣ひまわり畑」は、毎年県内・
県外から訪れる多くの見物客で賑わう夏の人気スポット。
約3.2ヘクタールの畑に20～30cmの大輪が約14万本咲き誇
ります。色鮮やかな黄色のじゅうたんが一面に広がる光
景は圧巻です。東海道新幹線の高架に近く、運が良けれ
ばひまわり畑と新幹線の点検車両「ドクターイエロー」
を同じフレームに収めることができるとあって、鉄道ファ
ンやカメラマンからも注目を集めています。
　ひまわりの見頃は 8 月上旬～下旬。時期をずらして 2
回に分けて種をまいているため、長期間にわたって開花
を楽しめます。今年は夜間ライトアップも予定されてお
り、昼間とは違った幻想的な夜のひまわり畑が見られそ
うです。夏の思い出づくりにぜひ訪れてみてはいかがで
しょうか。

本巣RC

保坂秀樹
2022.6.7入会

普通銀行

美濃加茂RC

井上充
2022.6.3入会
ゴルフ場運営

羽島RC

栗山浩幸
2022.6.7入会

住宅建設

美濃加茂RC

小栁晶寛
2022.6.3入会

美容業
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